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Abstract 

Face is recognized as the most important identificator discriminating from oth巴rs.Makeup has been got a lot of 

attention to people since ancient time and has been studied how to derive the message of makeup through the 

face. Facial attractiveness take an important role in interpersonal relationships. Makeup is an effective way for us 

to make and change not only their beauty but also their self-este巴m It has the main two adaptive aspects for us to 

enhance relaxation and to take a role in interpersonal relations. Either of these utilities means to advance self-

esteem in social context. It is to increase the activation psychologically and the social activity for people. To do 

makeup is not only to manage physically our appearances but also to adjust int巴rpersonalrelationships. Makeup 

is effective in the impression management, and the matching with the other factors (physiognomic feature, dress, 

social situation and so on) is necessary for social adaptation. Makeup behavior is one of popular and effective 

strat巴giesthat could express their desired social identities in social context. It is expected that we should study 

the linkage process between intra-personal psychological process and interpersonal utilities of cosmetic behavior. 
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1. はじめに

顔は，その人らしさを容易に，直接に示す手がかり

である。だからこそ，顔の形態特徴が注目され，関連

する多くの研究がある I),2）。 顔の部位特徴のうち，顔

の正面にある日，口はそのコミュニケーション上の働

きの大きさからとりわけ注目されやすい。したがって，

人は形態的な特徴を強調したり，あるいは抑制するた

めに，古くから人為的にその特徴を加工しようとする。

可逆性をもった，相対的にコストの少ない方法として，

おもに彩色や肌の手入れによる化粧がある。なお，広

くは，香りの使用，毛髪の整容，目鼻のサイズの強調・

抑制（これは，おもに彩色よる）も化粧に含められる。

2.化粧の発生

歴史的には，医療行為の一環として，さらに魔除け

の意味で化粧がなされており，心身の健康を図る働き

があった。霊の魔力から自分を守るためにいくつもの

＊大阪大学大学院人間科学研究科
〒560-0871 吹田市山田丘 J-2

部族において今もなお顔に独特の模様の彩色を施す例

は少なくない。また，古来から超自然的な，超能力の

宿るものとして，独特の顔立ち ・化粧を施した「仮面」

を神に捧げ，また，これを用いた役を演じる舞や演劇

も行われてきた。庶民の年中行事の一環としても，民

衆劇・舞い・踊りにおいてこのような面のもつ意味は

大きい。これらには独特の彩色等が施されているもの

が多い （朝鮮半島，インドネシアなどをはじめ，各所

にその例を見ることができる）3)' 4）。

身体に彩色することによって，所属の部族への同一

性・ 一体感を高め，他の部族 （集団）と識別し，競争

心を促進することにも用いられる。そして，子どもか

ら大人となった成長時期の印として，また，役割を示

すための化粧もある。

さらに，健康的に見せる，にこやかな表情を伝えや

すくするために，頬や目元に明るい彩色を施すことな

ども有効で、ある。アイシャドーなどには，目を立体的，

かつ，大きく見せる効果がある。
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